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小幡弥太郎先生 を偲ぶ

　 本会創立以来顧問と して ご指導を頂 い た 小幡弥太

郎先生 は，体調を くずされ 1 年半ほ ど前か ら札幌の

病院 に入 院して お られ ま した が，4 月18日永眠され

ま した。

　先生 は 明治40年11月 8 日大阪府で お 生れに な り，

後北海道大学予科農類 に入学，農学部農芸化学科 に

進学，昭和 5 年同学科を ご卒業 に なられました。引

き続き京都帝国大学大学院に 進 まれ鈴木文助教授に

師事され，その 後東京帝国大学農学部副手，大阪大

学産業科学研究所主任研究員を経て．昭和21年 2月

母校の 北海道大学農学部に 教授と し て迎 え られ ま し

た。水産化学講座，農産製造学講座．農薬化学講座

を相つ い で 担任 され ，そ の 間附属農場農産製造部主

任を兼担．理学部教授を併任され る な ど実に 幅広 く

ご活躍され ま した。

　停年 ご退職後北海道大学名誉教授 の 称号を授与さ

れ ，大妻女子大学教授 に 就任 （昭和46年〜55年）さ

れ，そ の 間に 学校法入大妻学院理事 ， 家政学部長 ．

大学院家政学研究科長，図書館長を 併任 され ま した 。

　 先生 の 学術 上 の ご業績は 多岐 に わ た っ て い ます

が，そ の 特色 は 有機化学 ，生物化学を基礎 とし，広

い 視点か らの 応用 を 目指 した もの で ，水産物，醸造

食品な ど の 香味成分研究 で 輝やか しい 成果を挙げ ら

れ ま した。魚介や海藻 の 香 り ， 醤油の 香気，ビ ール

の 日光臭な どの
一

連の 研究に お い て ，まだ ガ ス ク ロ

マ トグ ラ フ ィ
ー

な どの 技術がな く，微量香気成分の

化学的研究が 困難な時代 に ，官能 に よ る成分 の 予見

と．化学合成お よ び 巧 み な モ デル 実験 に よ っ て先人

未踏 の 分野 を 拓か れ ま した。こ と に ビール 日光臭の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 は く び

発生機作研究は そ の 白眉とい え ま し ょ う。

　 こ れ らの 研究業績 に 対 し．昭和33年 「食品の 香 に

関す る研究」 で 日本農学会賞を ，昭和 45年 「食品香

昧の 研究」 で 北海道新聞 社科 学 技術賞を受賞，日本

農芸化学会か らは 先生の 永年 に わた る顕著な功績に

対し昭和53年名誉会員に 推薦され ま した。

　また 日分析化学会副会長，北海道栄養食糧学会会

長等，多 くの 関連学会の 重要な役職を つ とめ られ，

農芸化学．調理科学お よ び関連分野 の 発展 に 大 きく

貢献 され ま した。

　 こ の よ うに 大学卒業以来約 60年近 く，研究と教育

の 道に
一

貫 して 捧げられ，数多くの 人材を育成 され

ま した 。

　先生 は専門領域以外の こ と に も該博な知識を もた

れ ，豊富な 話題 と入 な つ こ い ご性格，抜群 の 記憶力

で ，初対面の 人 で も旧知 の 間柄 に して し ま う特技 を

もたれ，学界 の み な らず産業界に も非常に幅広い 人

脈をもっ て お られ ま した。

　親しみ の あ る い たずら っ ぽい あの 笑顔と ， 大きな

笑 い 声を偲びなが ら，心か ら先生の ご冥福を お祈 り

申 し上げ ます e
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